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P26b ふたご座分子雲複合体Gem OB1のNH3分子基線観測
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ふたご座分子雲複合体Gem OB1は銀径 189.10◦、銀緯+1.04◦、距離 2.1kpcに位置する。108個のOB型星が
存在する大質量星形成領域である。この領域には拡がったHII領域があり、このHII領域に隣接して柱密度の高
い arc状の分子雲が取り巻き、この分子雲内には dense coreが形成され大質量星が誕生している。まさにHII領
域の膨張を triggerとして大質量星が形成されている領域として注目されてきた。温度計であるNH3輝線を用い
て、dense coreの形成と星形成のプロセスを調べ、上記のシナリオの真偽について調べることが本研究の目的で
ある。
鹿島 34m電波望遠鏡を用いて Gem OB1の NH3 (J,K) = (1,1), (2,2), (3,3)輝線を同時に観測した。(1,1),

(2,2), (3,3)輝線を検出し、(1,1)輝線についてはサテライトラインも検出した。NH3は北西-南東方向に 11 pc ×

5 pcに分布している。この分布は 13COの分布とよく似ている。(2,2)/(1,1)輝線強度比から回転温度を求め、分
子ガス温度を導出した。得られた分子ガス温度は 20–30 Kが 84%、40–100 Kが 16%であった。温度の分布をみ
ると 20–30 KのガスはNH3のピークに、40–100 Kの高温ガスはピークの西側に位置する。1.4 GHzの連続波の
マップと比較すると、高温ガス領域にはHII領域が付随していることが分かった。さらに、高温領域には近赤外
線源のクラスターが存在し、メタノールメーザーや水メーザー源も存在することから星形成が活発に行われてい
ると考えられる。本講演では、NH3で観測した高温領域に付随するHII領域の誕生プロセスについて発表する。


